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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所与の情報を表示する表示手段と、
　該表示手段の表示面に対するジェスチャ操作を検出し、該検出されたジェスチャ操作の
内容を表すジェスチャ情報を出力するジェスチャ入力手段と、
　被検体の外観を表す被検体外観画像を前記表示手段の所定の表示位置に表示させる第１
の表示制御手段と、
　該被検体外観画像の表示中に前記ジェスチャ入力手段によって検出されたジェスチャ操
作に応じて出力された前記ジェスチャ情報と、前記被検体外観画像の表示位置の情報とに
基づいて、前記被検体についての医療情報を取得するための医療情報取得条件を特定する
取得条件特定手段と、
　該特定された医療情報取得条件を満たす前記医療情報を、複数件の前記医療情報を記憶
する医療情報記憶手段から選択的に取得する医療情報取得手段と、
　該取得された医療情報を前記表示手段に表示させる第２の表示制御手段とを備えた医療
情報表示装置であって、
　前記取得条件特定手段は、前記被検体外観画像の表示位置の情報と、該被検体外観画像
の表示中のジェスチャ操作に応じて出力されたジェスチャ情報に含まれる、該ジェスチャ
操作の軌跡を表すジェスチャ軌跡情報とが、前記被検体外観画像に表された前記被検体に
対して内視鏡を挿入する操作を表す内視鏡ジェスチャ条件を満たす場合、実際の、および
／または、仮想的な内視鏡検査についての前記医療情報を取得するための前記医療情報取
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得条件を特定する内視鏡条件特定手段を有するものであり、
　前記内視鏡条件特定手段が、前記被検体外観画像に表された前記被検体上の、前記ジェ
スチャ操作の軌跡の始点に近い位置を認識し、かつ、前記ジェスチャの終点の、前記被検
体外観画像に表された前記被検体上での位置を認識し、該認識された始点に近い位置およ
び終点の前記被検体上での位置に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満たすかどうか
の判断、および／または、前記医療情報取得条件の特定を行うものであり、
　または、
　前記内視鏡条件特定手段が、前記ジェスチャ上の複数の点の、前記被検体外観画像に表
された前記被検体上での位置である軌跡通過位置を認識し、該軌跡通過位置を通過する順
番に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満たすかどうかの判断、および／または、前
記医療情報取得条件の特定を行うものであることを特徴とする医療情報表示装置。
【請求項２】
　被検体についての医療情報を、所与の医療情報取得条件に基づいて選択的に提供する医
療情報提供装置と、該医療情報を表示する医療情報表示装置とがネットワークを介して通
信可能に接続された医療情報表示システムであって、
　該医療情報表示装置は、
　所与の情報を表示する表示手段と、
　該表示手段の表示面に対するジェスチャの入力を検出し、該検出されたジェスチャの該
表示面における位置を表すジェスチャ位置情報を出力するジェスチャ入力手段と、
　被検体の外観を表す被検体外観画像を前記表示手段に表示させ、該被検体外観画像の表
示中に前記ジェスチャ入力手段によるジェスチャの入力を受け付け、該ジェスチャの入力
に応じて出力された前記ジェスチャ位置情報と、該被検体外観画像の前記表示面における
位置とに基づいて、前記被検体についての医療情報を取得するための医療情報取得条件を
特定する取得条件特定手段と、
　該特定された医療情報取得条件を満たす前記医療情報を、前記医療情報提供装置から取
得する医療情報取得手段と、
　該取得された医療情報を前記表示手段に表示させる表示制御手段とを備え、
　前記取得条件特定手段が、前記被検体外観画像に表された前記被検体に対して内視鏡を
挿入する経路を表す内視鏡ジェスチャを認識し、該内視鏡ジェスチャを認識した場合、実
際の、および／または、仮想的な内視鏡検査についての前記医療情報を取得するための前
記医療情報取得条件を特定する内視鏡条件特定手段を有するものであり、
　前記内視鏡条件特定手段が、前記被検体外観画像に表された前記被検体上の、前記ジェ
スチャ操作の軌跡の始点に近い位置を認識し、かつ、前記ジェスチャの終点の、前記被検
体外観画像に表された前記被検体上での位置を認識し、該認識された始点に近い位置およ
び終点の前記被検体上での位置に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満たすかどうか
の判断、および／または、前記医療情報取得条件の特定を行うものであり、
　または、
　前記内視鏡条件特定手段が、前記ジェスチャ上の複数の点の、前記被検体外観画像に表
された前記被検体上での位置である軌跡通過位置を認識し、該軌跡通過位置を通過する順
番に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満たすかどうかの判断、および／または、前
記医療情報取得条件の特定を行うものであることを特徴とする医療情報表示システム。
【請求項３】
　被検体の外観を表す被検体外観画像を表示手段に表示するステップと、
　該被検体外観画像の表示中に該表示手段の表示面に対するジェスチャの入力を受け付け
、該入力されたジェスチャの該表示面における位置を表すジェスチャ位置情報を出力する
ステップと、
　該出力されたジェスチャ位置情報と、該被検体外観画像の前記表示面における位置とに
基づいて、前記被検体についての医療情報を取得するための医療情報取得条件を特定する
ステップと、
　該特定された医療情報取得条件を満たす前記医療情報を複数件の前記医療情報を記憶す
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る医療情報記憶手段から選択的に取得するステップと、
　該取得された医療情報を表示するステップとを有する医療情報表示方法であって、
　前記医療情報取得条件を特定するステップが、前記被検体外観画像に表された前記被検
体に対して内視鏡を挿入する経路を表す内視鏡ジェスチャを認識し、該内視鏡ジェスチャ
を認識した場合、実際の、および／または、仮想的な内視鏡検査についての前記医療情報
を取得するための前記医療情報取得条件を特定するステップを含むものであり、
　前記内視鏡条件を特定するステップが、前記被検体外観画像に表された前記被検体上の
、前記ジェスチャ操作の軌跡の始点に近い位置を認識し、かつ、前記ジェスチャの終点の
、前記被検体外観画像に表された前記被検体上での位置を認識し、該認識された始点に近
い位置および終点の前記被検体上での位置に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満た
すかどうかの判断、および／または、前記医療情報取得条件の特定を行うものであり、
　または、
　前記内視鏡条件を特定するステップが、前記ジェスチャ上の複数の点の、前記被検体外
観画像に表された前記被検体上での位置である軌跡通過位置を認識し、該軌跡通過位置を
通過する順番に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満たすかどうかの判断、および／
または、前記医療情報取得条件の特定を行うものであることを特徴とする医療情報表示方
法。
【請求項４】
　コンピュータに、
　被検体の外観を表す被検体外観画像を表示手段に表示させるステップと、
　該被検体外観画像の表示中に該表示手段の表示面に対するジェスチャの入力を受け付け
、該入力されたジェスチャの該表示面における位置を表すジェスチャ位置情報を出力する
ステップと、
　該出力されたジェスチャ位置情報と、該被検体外観画像の前記表示面における位置とに
基づいて、前記被検体についての医療情報を取得するための医療情報取得条件を特定する
ステップと、
　該特定された医療情報取得条件を満たす前記医療情報を、複数件の前記医療情報を記憶
する医療情報記憶手段から選択的に取得するステップと、
　該取得された医療情報を表示させるステップとを実行させる医療情報表示制御プログラ
ムであって、
　前記医療情報取得条件を特定するステップにおいて、前記コンピュータに、前記被検体
外観画像に表された前記被検体に対して内視鏡を挿入する経路を表す内視鏡ジェスチャを
認識し、該内視鏡ジェスチャを認識した場合、実際の、および／または、仮想的な内視鏡
検査についての前記医療情報を取得するための前記医療情報取得条件を特定するステップ
を実行させるものあり、
　前記内視鏡条件を特定するステップが、前記被検体外観画像に表された前記被検体上の
、前記ジェスチャ操作の軌跡の始点に近い位置を認識し、かつ、前記ジェスチャの終点の
、前記被検体外観画像に表された前記被検体上での位置を認識し、該認識された始点に近
い位置および終点の前記被検体上での位置に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満た
すかどうかの判断、および／または、前記医療情報取得条件の特定を行うものであり、
　または、
　前記内視鏡条件を特定するステップが、前記ジェスチャ上の複数の点の、前記被検体外
観画像に表された前記被検体上での位置である軌跡通過位置を認識し、該軌跡通過位置を
通過する順番に基づいて、前記内視鏡ジェスチャ条件を満たすかどうかの判断、および／
または、前記医療情報取得条件の特定を行うものであることを特徴とする医療情報表示制
御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル等の直感的なユーザインターフェースを用いて、ユーザが所望
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する医療情報を表示させる技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療現場では、ＣＴ、ＭＲＩ、ＵＳ、ＰＥＴ等のモダリティで取得された画像情報の他
、心電図や脳波等の波形の情報、血圧、体温等の数値情報、各種検査報告、カルテ等の文
字情報等、多種多様な医療情報が発生している。
【０００３】
　例えば内視鏡検査の場合、気管支鏡、消化管内視鏡、胸腔鏡、腹腔鏡、関節鏡等、被検
体の部位に応じた内視鏡があり、様々な内視鏡画像が得られ、得られた内視鏡画像の所見
等が記された内視鏡検査の報告書が作成される。また、ＣＴ等で得られた３次元のボリュ
ームデータを入力として中心投影法による画素値の投影処理を行えば、被検体内を仮想的
な内視鏡で観察した様子を表す仮想内視鏡画像が生成される。生成された内視鏡画像は画
像診断で用いられ、読影レポートが作成される。
【０００４】
　医療機関には、このような医療情報を管理するシステムが構築されているところがある
。例えば、これらの医療情報は電子データとしてデータベースに格納され、クライアント
端末からの要求に応じて、ユーザが所望する医療情報がデータベースから選択され、クラ
イアント端末に接続されたディスプレイに表示される。
【０００５】
　このような医療情報の選択および表示の操作性を向上するために、様々なユーザインタ
ーフェースが提案されている。例えば、患者の所定部位の指定を行う際に、表示部に表示
される人体アイコン画像を用いたGUIから概略部位を選択させ、選択された概略部位に対
応する詳細な部位情報を表示部に表示し、表示された詳細な部位情報から所望する詳細部
位の選択を可能にしたものが知られている（例えば、特許文献１）。
【０００６】
　また、医用画像処理用ワークステーションに接続されて使用されるタッチパネル式ディ
スプレイを備えた入力装置で、タッチ操作により、アキシャル断面画像中に基準線を作成
すると、作成された基準線を切断面とするコロナル断面画像を作成して表示させるように
したものが知られている（例えば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－８０９６９号公報
【特許文献２】特開２００９－１１９０００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載されたユーザインターフェースは、概略部位のみを直
感的に選択できるようになっているが、前述のとおり、医療現場では多種多様な医療情報
が発生しているので、このような概略部位の選択だけで所望の医療情報を直感的かつ適切
かつ迅速に絞り込むことができるとは限らない。また、特許文献２に記載されたユーザイ
ンターフェースは、既に選択されている画像を切り替える操作のためのものであり、所望
の医療情報を適切に絞り込むためのものではない。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、実際の、および／または、仮想的な内
視鏡検査についての医療情報を、より直感的、かつ、より簡便な操作で取得可能にする医
療情報表示装置、システム、および方法、並びに医療情報表示制御プログラムを提供する
ことを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　本発明の医療情報表示装置は、所与の情報を表示する表示手段と、該表示手段の表示面
に対するジェスチャ操作を検出し、該検出されたジェスチャ操作の内容を表すジェスチャ
情報を出力するジェスチャ入力手段と、被検体の外観を表す被検体外観画像を前記表示手
段の所定の表示位置に表示させる第１の表示制御手段と、該被検体外観画像の表示中に前
記ジェスチャ入力手段によって検出されたジェスチャ操作に応じて出力された前記ジェス
チャ情報と、前記被検体外観画像の表示位置の情報とに基づいて、前記被検体についての
医療情報を取得するための医療情報取得条件を特定する取得条件特定手段と、該特定され
た医療情報取得条件を満たす前記医療情報を、複数件の前記医療情報を記憶する医療情報
記憶手段から選択的に取得する医療情報取得手段と、該取得された医療情報を前記表示手
段に表示させる第２の表示制御手段とを備えた医療情報表示装置であって、前記取得条件
特定手段には、前記被検体外観画像の表示位置の情報と、該被検体外観画像の表示中のジ
ェスチャ操作に応じて出力されたジェスチャ情報に含まれる、該ジェスチャ操作の軌跡を
表すジェスチャ軌跡情報とが、前記被検体外観画像に表された前記被検体に対して内視鏡
を挿入する操作を表す内視鏡ジェスチャ条件を満たす場合、実際の、および／または、仮
想的な内視鏡検査についての前記医療情報を取得するための前記医療情報取得条件を特定
する内視鏡条件特定手段を設けたことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の医療情報表示システムは、被検体についての医療情報を、所与の医療情報取得
条件に基づいて選択的に提供する医療情報提供装置と、本発明の医療情報表示装置とがネ
ットワークを介して通信可能に接続されたものである。ここで、前記医療情報提供装置は
、複数件の前記医療情報を、所与の前記医療情報取得条件に基づいて選択可能なデータ構
造で記憶する医療情報記憶手段と、前記医療情報表示装置から前記医療情報取得条件を受
信する取得条件受信手段と、該受信した医療情報取得条件を満たす前記医療情報を前記医
療情報記憶手段から取得する医療情報検索手段と、該取得された医療情報を、前記医療情
報取得条件を送信した医療情報表示装置に送信する医療情報送信手段とを有するものとし
てもよい。
【００１２】
　本発明の医療情報表示方法は、被検体の外観を表す被検体外観画像を表示手段に表示す
るステップと、該被検体外観画像の表示中に該表示手段の表示面に対するジェスチャの入
力を受け付け、該入力されたジェスチャの該表示面における位置を表すジェスチャ位置情
報を出力するステップと、該出力されたジェスチャ位置情報と、該被検体外観画像の前記
表示面における位置とに基づいて、前記被検体についての医療情報を取得するための医療
情報取得条件を特定するステップと、該特定された医療情報取得条件を満たす前記医療情
報を、複数件の前記医療情報を記憶する医療情報記憶手段から選択的に取得するステップ
と、該取得された医療情報を表示するステップとを有する医療情報表示方法であって、前
記医療情報取得条件を特定するステップが、前記被検体外観画像に表された前記被検体に
対して内視鏡を挿入する経路を表す内視鏡ジェスチャを認識し、該内視鏡ジェスチャを認
識した場合、実際の、および／または、仮想的な内視鏡検査についての前記医療情報を取
得するための前記医療情報取得条件を特定するステップを含むようにしたことを特徴とす
る。
【００１３】
　本発明の医療情報表示制御プログラムは、コンピュータに、被検体の外観を表す被検体
外観画像を表示手段に表示させるステップと、該被検体外観画像の表示中に該表示手段の
表示面に対するジェスチャの入力を受け付け、該入力されたジェスチャの該表示面におけ
る位置を表すジェスチャ位置情報を出力するステップと、該出力されたジェスチャ位置情
報と、該被検体外観画像の前記表示面における位置とに基づいて、前記被検体についての
医療情報を取得するための医療情報取得条件を特定するステップと、該特定された医療情
報取得条件を満たす前記医療情報を、複数件の前記医療情報を記憶する医療情報記憶手段
から選択的に取得するステップと、該取得された医療情報を表示させるステップとを実行
させる医療情報表示制御プログラムであって、前記医療情報取得条件を特定するステップ
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において、前記コンピュータに、前記被検体外観画像に表された前記被検体に対して内視
鏡を挿入する経路を表す内視鏡ジェスチャを認識し、該内視鏡ジェスチャを認識した場合
、実際の、および／または、仮想的な内視鏡検査についての前記医療情報を取得するため
の前記医療情報取得条件を特定するステップを実行させるようにしたことを特徴とする。
【００１４】
　ここで、前記被検体外観画像の具体例としては、前記被検体を模式的に表した画像が挙
げられる。前記被検体外観画像は、該画像中の各位置の位置情報に対して、前記被検体の
部位を識別する部位識別情報が関連づけられた画像としてもよい。
【００１５】
　前記内視鏡ジェスチャ条件を満たすかどうかの判断、および／または、前記の内視鏡検
査についての医療情報取得条件の特定は、前記被検体外観画像に表された前記被検体上の
、前記ジェスチャ操作の軌跡の始点に近い位置、前記ジェスチャの終点の、前記被検体外
観画像に表された前記被検体上での位置、前記ジェスチャ上の複数の点の、前記被検体外
観画像に表された前記被検体上での位置である軌跡通過位置、前記ジェスチャの形状のう
ちの少なくとも１つに基づいて行うようにしてもよい。
【００１６】
　前記内視鏡検査についての医療情報を取得するための医療情報取得条件を満たす医療情
報として、実際の内視鏡による撮像によって形成された実内視鏡画像と、前記被検体を表
す３次元医用画像から再構成された、該被検体の体腔内の所与の位置から見た該体腔内を
表す仮想内視鏡画像とを取得した場合、該実内視鏡画像と該仮想内視鏡画像とを同時に表
示させるようにしてもよい。また、それに先立って、該実内視鏡画像と該仮想内視鏡画像
とを同時に表示させるか否かの選択を受け付けるようにしてもよい。
【００１７】
　前記被検体を表す医用画像を前記医療情報記憶手段から取得した場合、必要に応じて、
前記取得された医用画像に対して所定の画像処理を行うようにし、前記仮想的な内視鏡検
査についての医療情報を取得するための医療情報取得条件を満たす医療情報として、前記
被検体を表す３次元医用画像を取得した場合、該３次元医用画像に基づいて、前記被検体
の体腔内の所与の位置から見た該体腔内を表す仮想内視鏡画像を生成するようにし、該生
成された仮想内視鏡画像を表示させるようにしてもよい。
【００１８】
　前記医療情報取得条件を満たす医療情報を複数件取得した場合、該複数件の医療情報を
前記表示手段に一覧表示させ、表示対象の前記医療情報の選択を受け付けるようにし、選
択された医療情報を表示させるようにしてもよい。ここで、複数件の医療情報は、異なる
時期の検査を表すものであってもよいし、前記被検体の異なる部位を表すものであっても
よい。また、前記一覧表示の際、前記複数件の医療情報をサムネイルまたはアイコンの態
様で表示させるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、表示手段に被検体外観画像が表示されているときに、その表示面に対
して行われたジェスチャの入力を受け付け、そのジェスチャの位置情報と被検体外観画像
の表示面における位置とに基づいて、被検体外観画像に表された被検体に対して内視鏡を
挿入する経路を表す内視鏡ジェスチャを認識し、内視鏡ジェスチャを認識した場合、実際
の、および／または、仮想的な内視鏡検査についての医療情報を取得するための医療情報
取得条件を特定し、特定された医療情報取得条件を満たす医療情報を複数件の医療情報を
記憶する医療情報記憶手段から選択的に取得し、取得された医療情報を表示することがで
きる。したがって、より直感的、かつ、より簡便な操作で内視鏡検査についての医療情報
を取得することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態となる医療情報表示装置を含む医療情報統合システムとその周
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辺システムの構成を表した図
【図２】本発明の実施形態となる医療情報表示装置の外観を模式的に表した図
【図３】本発明の実施形態となる医療情報表示装置の主要構成要素を表したブロック図
【図４】本発明の第１の実施形態において、医療情報表示装置と医療情報管理サーバに実
装される機能を模式的に表したブロック図
【図５】本発明の第１の実施形態において、医療情報統合システムで行われる医療情報の
表示処理の流れを示したフローチャート
【図６】人体アイコンの一例を表した図
【図７】本発明の第１、第２の実施形態における医療情報データベースのデータ構造と登
録されたデータの一例を表した図
【図８】医療情報データベースに登録される内視鏡関連情報の登録条件をまとめた表
【図９Ａ】人体アイコンで表された人体に上部消化管内視鏡を挿入するジェスチャの一例
を表した図
【図９Ｂ】人体アイコンで表された人体に大腸上部消化管内視鏡を挿入するジェスチャの
一例を表した図
【図１０Ａ】内視鏡ジェスチャの判定に用いられる参照データの第１の例を表した表
【図１０Ｂ】内視鏡ジェスチャの判定に用いられる参照データの第２の例を表した表
【図１０Ｃ】内視鏡ジェスチャの判定に用いられる参照データの第３の例を表した表
【図１０Ｄ】内視鏡ジェスチャの判定に用いられる参照データの第４の例を表した表
【図１０Ｅ】内視鏡ジェスチャの判定に用いられる参照データの第５の例を表した表
【図１０Ｆ】内視鏡ジェスチャの判定に用いられる参照データの第６の例を表した表
【図１１Ａ】内視鏡ジェスチャの軌跡形状モデルの一例を模式的に表した図
【図１１Ｂ】内視鏡ジェスチャの軌跡形状モデルの他の一例を模式的に表した図
【図１２】本発明の第２の実施形態において、医療情報表示装置と医療情報管理サーバに
実装される機能を模式的に表したブロック図
【図１３】本発明の第２の実施形態において、医療情報統合システムで行われる医療情報
の表示処理の流れを示したフローチャート
【図１４】本発明の第３の実施形態において、医療情報表示装置と医療情報管理サーバに
実装される機能を模式的に表したブロック図
【図１５Ａ】本発明の第３の実施形態において、医療情報統合システムで行われる医療情
報の表示処理の流れを示したフローチャート（前半）
【図１５Ｂ】本発明の第３の実施形態において、医療情報統合システムで行われる医療情
報の表示処理の流れを示したフローチャート（後半）
【図１６】本発明の第３の実施形態における医療情報データベースのデータ構造と登録さ
れたデータの一例を表した図
【図１７Ａ】医療情報選択用画面の一例を表した図
【図１７Ｂ】医療情報選択用画面の他の一例を表した図
【図１８】本発明の第４の実施形態において、医療情報統合システムで行われる医療情報
の表示処理の流れを示したフローチャート
【図１９Ａ】本発明の第４の実施形態における医療情報データベースのデータ構造と登録
されたデータの一例を表した図（前半）
【図１９Ｂ】本発明の第４の実施形態における医療情報データベースのデータ構造と登録
されたデータの一例を表した図（後半）
【図２０】本発明の第４の実施形態における医療情報データベースのデータ構造と登録さ
れたデータの一例を表した図
【図２１】医療情報選択用・内視鏡画像表示態様選択用画面の一例を表した図
【図２２Ａ】実内視鏡画像と仮想内視鏡画像の同時表示の第１の具体例を表した図
【図２２Ｂ】実内視鏡画像と仮想内視鏡画像の同時表示の第２の具体例を表した図
【図２２Ｃ】実内視鏡画像と仮想内視鏡画像の同時表示の第３の具体例を表した図
【図２２Ｄ】実内視鏡画像と仮想内視鏡画像の同時表示の第４の具体例を表した図
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【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１は、本発明の実施形態となる医療情報表示装置１を含む医療情報統合システム３と
その周辺のシステムの構成を表したものである。図に示したように、医療情報統合システ
ム３は、電子カルテシステム４、画像診断システム５、内視鏡検査システム６、病理検査
システム７、各診療科システム８とネットワーク９を介して通信可能に接続されて構成さ
れている。また、医療情報統合システム３は、本発明の実施形態となる医療情報表示装置
１と医療情報管理サーバ２とからなる。
【００２２】
　本実施形態では、電子カルテシステム４、画像診断システム５、内視鏡検査システム６
、病理検査システム７、各診療科システム８で発生した医療情報は、医療情報管理サーバ
２によって統合的に収集・管理されている。そして、医療情報表示装置１は、医療情報管
理サーバ２に対して所望の医療情報を要求し、医療情報管理サーバ２から提供されたその
要求に合致する医療情報を表示する。
【００２３】
　図２は本発明の実施形態となる医療情報表示装置１の外観を模式的に表したものであり
、図３は医療情報表示装置１の主要構成要素を表したブロック図である。
【００２４】
　図２に示したように、医療情報表示装置１は、タッチパネル１１と一体的に形成された
液晶ディスプレイ１２を正面に有しており、側面には、無線通信のためのアンテナ部１３
と電源スイッチ１４とを有している。
【００２５】
　また、図３に示したように、医療情報表示装置１は、ＣＰＵ１５、主記憶装置１６と、
補助記憶装置１７、タッチパネル１１、液晶ディスプレイ１２、通信インターフェース１
８等とがデータバスで接続された構成となっている。
【００２６】
　ＣＰＵ１５は、補助記憶装置１７に記憶されている、オペレーティングシステム等のミ
ドルウェア、本発明の医療情報の取得および表示のためのアプリケーションソフトウェア
等の各プログラムを、主記憶装置１６にロードして各処理を実行する。これにより、タッ
チパネル１１を介したユーザによる入力操作の受付け、医療情報等の各種情報の液晶ディ
スプレイ１２への表示等の入出力制御、通信インターフェース１８を介した通信等が行わ
れる。
【００２７】
　補助記憶装置１７としては、公知のフラッシュメモリドライブ（ＳＳＤ：Solid State 
drive）やハードディスクドライブ（ＨＤＤ）が用いられる。補助記憶装置１７には、上
記各種プログラムがインストールされている。本発明の医療情報の表示のためのアプリケ
ーションソフトウェアは、医療情報表示装置１に接続されたディスクドライブ等を用いて
ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体からインストールされたものであってもよいし、インターネッ
ト等のネットワーク経由で接続されたサーバの記憶装置からダウンロードされた後にイン
ストールされたものであってもよい。また、補助記憶装置１７は、医療情報管理サーバ２
から取得した医療情報を一時的に記憶するのにも用いられる。
【００２８】
　タッチパネル１１としては、抵抗膜、静電容量、電磁誘導、表面弾性波（超音波）、赤
外線等の公知の方式のものを用いることができる。また、投影型の静電容量方式等の、複
数の位置でのタッチであるマルチタッチを検出可能なものを用いてもよい。タッチ操作は
、ユーザの指や所定のペン等を用いて行う。タッチパネル１１は、その制御プログラムに
よって規定された時間間隔で、タッチパネル１１に対するタッチの開始、タッチ位置の移
動、タッチの終了を検出し、検出されたタッチの種類、および、その時点でのタッチパネ
ル１１の座標系におけるタッチの位置情報を出力する。ここで、タッチの開始とはタッチ
パネル１１上の新たな位置に触れる操作であり、タッチの移動とはタッチパネル１１に触
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れたままタッチ位置を移動させる操作であり、タッチの終了とは指やペン等をタッチパネ
ル１１から離す操作である。これによって、タッチパネル１１上に軌跡を描くジェスチャ
操作を点列として検出することが可能になる。すなわち、軌跡を描くための、タッチの開
始から、タッチの移動、タッチの終了までの一連の操作が１つのジェスチャ操作として検
出され、一連の操作の各時点で検出された複数の位置情報がジェスチャ情報として得られ
る。なお、タッチパネル１１の座標系と液晶ディスプレイ１２の座標系は、医療情報表示
装置１の製造時等にキャリブレーションを行うことにより、対応関係が特定されており、
相互に座標変換を行うことが可能である。以下では、説明を簡潔にするため、液晶ディス
プレイ１２の座標系とタッチパネル１１の座標系を同一の座標系とし、表示装置の座標系
という。
【００２９】
　通信インターフェース１８は、公知の移動体通信網や無線ＬＡＮ等での通信を制御する
。本実施形態では、医療情報管理サーバ２等との通信がこの通信インターフェース１８を
介して行われる。
【００３０】
　一方、医療情報管理サーバ２は、医療情報データベースを備えたコンピュータである。
ハードウェア構成としては、ＣＰＵ、主記憶装置、補助記憶装置、入出力インターフェー
ス、通信インターフェース、データバス等の周知のものの他、外部記憶装置を備えている
。また、医療情報管理サーバ２には、周知のオペレーティングシステムやデータベース管
理用ソフトウェアの他、医療情報データベースへの医療情報の登録やこのデータベースか
らの医療情報の抽出を行うためのアプリケーションソフトウェアがインストールされてい
る。これらのソフトウェアは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体からインストールされたものか
、あるいは、インターネット等のネットワーク経由で接続されたサーバの記憶装置からダ
ウンロードされた後にインストールされたものである。
【００３１】
　また、電子カルテシステム４は公知のコンピュータシステムであり、例えば、各診療科
等の端末と、電子カルテ情報が格納された電子カルテデータベースを備えた電子カルテ管
理サーバとがネットワークを介して通信可能に接続された構成となっている。各診療科等
の端末で入力された電子カルテ情報が電子カルテデータベースを用いて管理されている。
ここで、電子カルテ情報には、例えば、患者の氏名、生年月日、性別等の患者情報、各種
検査の日付、内容、結果等の検査履歴情報、受診した日付、主訴、確定診断名等の診断履
歴情報、手術、処置、投薬等の治療が行われた日付、内容等の治療履歴情報等が含まれる
。また、本実施形態では、電子カルテデータベースは、各患者を識別する患者ＩＤが上記
電子カルテ情報と関連づけられたデータベース構造となっている。
【００３２】
　画像診断システム５も公知のコンピュータシステムであり、例えば、画像診断医用ワー
クステーションと、ＣＴ、ＭＲＩ等のモダリティでの撮影によって得られた画像データが
格納された画像データベースを備えた画像管理サーバと、撮影で得られた画像の読影結果
を含む読影レポートが格納された読影レポートデータベースを備えた読影レポートサーバ
とがネットワークを介して通信可能に接続された構成となっている。ここで、画像診断医
用ワークステーションは、診断目的・対象に応じて、ＭＩＰ、ＭＰＲ、ＣＰＲ、ボリュー
ムレンダリング等の公知の画像処理や、骨抽出・除去、血管抽出、臓器抽出、異常陰影検
出等の公知の画像解析処理を組み合わせて実行することが可能であり、これらの処理・解
析済みの画像データも、画像データベースに格納される。また、画像データには、２次元
画像（ピクセルデータ）と３次元画像（ボクセルデータ）の両方、および、静止画と動画
の両方が含まれ得る。さらに、画像データベースでは、患者ＩＤの他、個別の画像を識別
する画像ＩＤ、その画像が得られたモダリティの情報、その画像に表されている被検体の
部位の情報等の付帯情報が画像データに関連づけられて格納されている。モダリティの情
報は、モダリティ側で画像生成時に付与される。一方、被検体の部位の情報は、検査オー
ダ等に基づいてモダリティ側で画像生成時に付与してもよいし、ＣＴ等の断層画像の場合
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であれば、公知の部位認識処理（例えば特開２００８－２５９６８２号公報等参照）を用
いて、画像診断医用ワークステーション側でスライス毎に付与してもよい。また、読影レ
ポートデータベースは、読影レポートと患者ＩＤと読影対象の画像の画像ＩＤとが関連づ
けられたデータベース構造となっている。画像データや読影レポートは、個々の検査（撮
影）を識別する検査ＩＤを介して間接的に患者ＩＤと関連づけられていてもよい。
【００３３】
　内視鏡検査システム６も公知のシステムであり、各種内視鏡での撮影によって得られた
実内視鏡画像データや内視鏡検査の結果がまとめられた内視鏡検査レポート等が検査ＩＤ
や患者ＩＤと関連づけられた内視鏡検査データベースを備えた内視鏡検査管理サーバが、
内視鏡検査データベースへのアクセスの制御を行っている。
【００３４】
　病理検査システム７も公知のシステムであり、病理検査で得られた顕微鏡画像や病理検
査の結果がまとめられた病理検査レポート等が検査ＩＤや患者ＩＤと関連づけられた病理
検査データベースを備えた病理検査管理サーバが、病理検査データベースへのアクセスの
制御を行っている。
【００３５】
　各診療科システム８には、その診療科特有の検査データや検査レポート等が検査ＩＤや
患者ＩＤと関連づけられた各診療科のデータベースを備えた各診療科の管理サーバが、各
診療科のデータベースへのアクセスの制御を行っている。ここで、各診療科特有の検査デ
ータとは、例えば、循環器科であれば心電図データ等（波形、数値等）、耳鼻咽喉科であ
れば聴覚検査データ等（波形、数値等）、眼科であれば視力検査や眼底検査データ等（数
値等）である。
【００３６】
　なお、本実施形態では、内視鏡検査システム６と病理検査システム７を各診療科システ
ム８とは別のシステムとしているが、各診療科システム８の一部として構成してもよい。
この場合、内視鏡検査や病理検査の情報は、その検査内容に応じて、各診療科の検査デー
タとして管理される。
【００３７】
　本発明の第１の実施形態は、医療情報表示装置１での内視鏡を表すタッチパネル操作に
応じて、医療情報管理サーバ２から内視鏡検査に関する医療情報（内視鏡関連情報）を取
得し、医療情報表示装置１の液晶ディスプレイ１２に表示するものである。図４は、本発
明の第１の実施形態において、医療情報表示装置１と医療情報管理サーバ２に実装される
機能を模式的に表したブロック図である。図に示したように、本発明の医療情報表示装置
１は、患者ＩＤ入力用ユーザインターフェース（ＵＩ）３１、取得条件入力用ＵＩ３２、
取得条件特定部３３、医療情報取得部３５、医療情報表示制御部３６、人体アイコン４５
とから構成されている。取得条件特定部３３には内視鏡条件特定部３４が含まれている。
また、医療情報表示装置１内に示された患者ＩＤ、ジェスチャ情報、医療情報取得条件、
医療情報（実データ）は、上記各処理部によって、医療情報表示装置１の主記憶装置１６
または補助記憶装置１７内の所定の領域に対して読み書きされるデータである。一方、医
療情報管理サーバ２は、医療情報登録部５１と医療情報検索部５２と医療情報データベー
ス５３とから構成されている。医療情報管理サーバ２内に示された医療情報登録条件、医
療情報、医療情報取得条件、医療情報（実データ）は、上記各処理部によって、医療情報
管理サーバ２の主記憶装置、補助記憶装置、または外部記憶装置内の所定の領域に対して
読み書きされるデータである。
【００３８】
　医療情報データベース５３は、患者ＩＤと、医療情報取得条件に対応するインデックス
情報（詳細は後述）と、医療情報の実データとが関連づけられたデータ構造を有している
。
【００３９】
　医療情報管理サーバ２の医療情報登録部５１は、他システム（電子カルテシステム４、
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画像診断システム５、内視鏡検査システム６、病理検査システム７、各診療科システム８
を意味する）で発生した医療情報のうち、所定の医療情報登録条件（詳細は後述）を満た
す医療情報を、所定の時間間隔で取得し、取得した医療情報から患者ＩＤおよびインデッ
クス情報を抽出し、さらに、取得した医療情報を医療情報データベース５３のデータ構造
に変換し、医療情報データベース５３に登録する。これにより、医療情報データベース５
３には、医療情報表示装置１による表示対象となる医療情報が蓄積される。
【００４０】
　図５は、本発明の第１の実施形態において、医療情報統合システム３で行われる医療情
報の表示処理の流れを示したフローチャートである。図に示した#1から#8、#12から#13の
処理ステップは、医療情報表示装置１で実行されるアプリケーションのメインプログラム
によって制御される。以下、図４および図５を主に用いて、この医療情報表示処理の全体
の流れとともに、医療情報表示装置１の各処理部と医療情報管理サーバ２の医療情報検索
部５２で行われる個々の処理の内容について説明する。
【００４１】
　まず、医療情報表示装置１において、患者ＩＤ入力用ＵＩ３１は、患者ＩＤの入力を受
け付け、入力された患者ＩＤを主記憶装置１６の所定の領域に格納する(#1)。具体的には
、例えば、液晶ディスプレイ１２にキーボードやテンキーの画像を表示させ、タッチパネ
ル１１のタッチ位置に表示されたキーの入力を受け付けるソフトウェアキーボード方式を
用いて、患者ＩＤの入力を受け付ける。
【００４２】
　次に、取得条件入力用ＵＩ３２は、補助記憶装置１７から人体アイコン画像４５を読み
込み、液晶ディスプレイ１２の所定の表示位置に表示させ(#2)、ユーザによる、人体アイ
コン４５に対するジェスチャ入力をタッチパネル１１から受け付け、入力されたジェスチ
ャ情報を主記憶装置１６の所定の領域に格納する(#3)。ここで、人体アイコン４５は、図
６に例示したように、人体の全身を模式的に表したものであり、人体アイコン４５の座標
系の各位置に対して、人体の部位を識別する部位情報が関連づけられている。また、ジェ
スチャ情報としては、表示装置の座標系における位置情報を表すものであり、タッチパネ
ル１１に描かれたジェスチャの軌跡を構成する複数の点の、表示装置の座標系での位置情
報が出力される。
【００４３】
　次のステップ#4から#7までの処理は、取得条件特定部３３で行われる。取得条件判定部
は、人体アイコン４５の部位情報と取得条件入力用ＵＩ３２から出力されたジェスチャ情
報とに基づいて、取得条件入力用ＵＩ３２で入力されたジェスチャ入力を解析し、そのジ
ェスチャが直感的に表している検査に関する医療情報を取得するための医療情報取得条件
を特定する。本実施形態では、取得条件特定部３３は、判定対象のジェスチャ入力の種類
に応じて、複数の個別の条件特定部から構成されており、内視鏡条件特定部３４はその１
つである。
【００４４】
　まず、取得条件特定部３３は、個別の条件特定部に共通の前処理として、ジェスチャ情
報と、人体アイコン４５の位置情報とに基づいて、ジェスチャ入力が人体アイコン４５の
どの位置で行われたかを特定する。すなわち、ジェスチャ情報は表示装置の座標系での位
置情報であるのに対して、人体アイコン４５の部位情報は人体アイコン４５の座標系での
位置情報と関連づけられているので、取得条件特定部３３は、表示装置の座標系での人体
アイコン４５の表示位置の情報を用いて、両位置情報を同じ座標系での位置情報に変換す
る。これにより、ジェスチャ入力を構成する複数の点の人体アイコン４５上での位置が特
定される。
【００４５】
　次に、取得条件特定部３３のうちの内視鏡条件特定部３４が、人体アイコン４５の部位
情報と取得条件入力用ＵＩ３２から出力されたジェスチャ情報とに基づいて、取得条件入
力用ＵＩ３２で入力されたジェスチャが、人体アイコン４５で表された人体に内視鏡を挿
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入するジェスチャ（内視鏡ジェスチャ；図９Ａ、図９Ｂ参照）であるかどうかを判定する
(#4)。そして、内視鏡ジェスチャと判定された場合には(#4:YES)、内視鏡条件特定部３４
が、内視鏡関連情報を取得するための医療情報取得条件（内視鏡条件）を主記憶装置１６
の所定の領域に格納する(#5)。なお、内視鏡ジェスチャ入力や内視鏡条件の具体的な内容
については後述する。
【００４６】
　一方、入力されたジェスチャが内視鏡ジェスチャではないと内視鏡条件特定部３４によ
って判定された場合には(#4;NO)、取得条件特定部３３のうちの他の条件特定部（図示な
し）が、内視鏡条件特定部３４と同様にして、入力されたジェスチャが内視鏡ジェスチャ
とは異なる所定のジェスチャであるかどうかを判定し(#6)。その所定のジェスチャと判定
された場合には(#6:YES)、他の条件特定部が、内視鏡検査とは異なる、その所定のジェス
チャに応じた検査に関する医療情報を取得するための医療情報取得条件を主記憶装置１６
の所定の領域に格納する(#7)。一方、所定のジェスチャではないと判定された場合には(#
6;NO)、取得条件入力用ＵＩ３２での新たなジェスチャの入力待ち状態に戻る(#3)。
【００４７】
　なお、図５では、個別の条件特定部は、内視鏡条件判定部と他の条件判定部の２種類と
なっているが、３以上の個別の条件特定部を設けてもよい。
【００４８】
　次に、医療情報表示装置１の医療情報取得部３５は、取得条件特定部３３によって設定
された医療情報取得条件を医療情報管理サーバ２に送信する(#8)。医療情報管理サーバ２
の医療情報検索部５２は、医療情報取得条件を医療情報表示装置１から受信し(#9)、医療
情報データベース５３の検索を行い、データベース中の取得条件のインデックス情報が、
受信した医療情報取得条件を満たす医療情報の実データを抽出し(#10)、抽出された医療
情報の実データを医療情報表示装置１に送信する(#11)。医療情報表示装置１の医療情報
取得部３５は、送信されてきた医療情報の実データを受信し、主記憶装置１６または補助
記憶装置１７の所定の領域に格納する(#12)。そして、医療情報表示制御部３６は、受信
した医療情報の実データに基づいて、その医療情報を液晶ディスプレイ１２に表示させる
(#13)。なお、医療情報取得条件を満たす医療情報が医療情報データベース５３に登録さ
れていなかった場合には、その旨が表示される。
【００４９】
　このように、本発明の第１の実施形態では、医療情報表示装置１のタッチパネル１１か
ら人体アイコン４５に対する内視鏡ジェスチャが入力されると、その内視鏡ジェスチャに
応じて、医療情報管理サーバ２の医療情報データベース５３から内視鏡関連情報が抽出さ
れ、抽出された内視鏡関連情報が医療情報表示装置１の液晶ディスプレイ１２に表示され
る。以下では、この内視鏡関連情報を取得する一連の処理の詳細について具体的に説明す
る。なお、本実施形態では、内視鏡関連情報とは、各種内視鏡を用いた検査で得られた実
内視鏡画像、および、その検査の報告書の他、ＣＴ等で得られた３次元のボリュームデー
タから生成された仮想内視鏡画像、および、その仮想内視鏡画像に対する読影レポートで
あるものとする。
【００５０】
　図７は、医療情報データベース５３のデータ構造と、医療情報データベース５３に登録
された内視鏡関連情報の具体例を表したものである。図に示したとおり、医療情報データ
ベース５３は、患者ＩＤ、医療情報取得条件に対応するインデックス情報、実データから
構成される。インデックス情報は、その医療情報が取得されるべきジェスチャの種類を識
別するジェスチャ種別インデックスと、その医療情報が取得されるべきジェスチャによっ
て特定された部位を表すジェスチャ部位インデックスとから構成される。したがって、医
療情報取得条件も取得対象の医療情報のジェスチャ種別インデックスの条件を表すジェス
チャ種別条件とジェスチャ部位インデックスの条件を表すジェスチャ部位条件とからなる
。
【００５１】
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　医療情報データベース５３に登録するための医療情報登録条件は、医療情報の収集元で
あるシステム毎、データベース毎に予め規定されている。内視鏡ジェスチャに応じて抽出
される内視鏡関連情報の医療情報登録条件は、図８の表にまとめたとおり、内視鏡検査シ
ステム６の内視鏡検査データベースの全件（条件No.1）、画像診断システム５の画像デー
タベースでは、仮想内視鏡画像を意味する付帯情報を有しているもの（条件No.2）、画像
診断システム５の読影レポートデータベースでは、画像データベースに格納された仮想内
視鏡画像の画像ＩＤと関連づけられているもの（条件No.3）の３つの条件とすることがで
きる。なお、これらの医療情報登録条件は、参照データとして定義してもよいし、登録条
件毎にサブプログラムとして実装していてもよい。
【００５２】
　医療情報登録部５１は、上記の３つの医療情報登録条件を満たす医療情報を各システム
から収集し、収集された医療情報を用いて医療情報データベース５３への登録データを作
成する。具体的には、医療情報データベース５３の患者ＩＤの項目には、収集された各医
療情報から患者ＩＤを抽出して設定する。インデックス情報のジェスチャ種別インデック
スの項目には、内視鏡ジェスチャを表す情報（文字列、コード値等。ここでは「内視鏡」
と表している）を設定する。ジェスチャ部位インデックスの項目には、収集された医療情
報の付帯情報等から患者の部位の情報を抽出して設定する。実データの項目には、収集さ
れた医療情報の実データを設定する。そして、作成した登録データを医療情報データベー
ス５３に登録（挿入）する。図７の具体例では、情報No.1, 2, 4, 5の登録データは、図
８の条件No.1の医療情報登録条件に基づいて登録されたものを表し、情報No.3, 6の登録
データは、図８の条件No.2の医療情報登録条件に基づいて登録されたものを表し、情報No
.7の登録データは、図８の条件No.3の医療情報登録条件に基づいて登録されたものを表し
ている。
【００５３】
　取得条件入力用ＵＩ３２は、図９Ａおよび図９Ｂに例示したような内視鏡ジェスチャ入
力を受け付け、そのジェスチャ情報を出力する。図９Ａは、上部消化管内視鏡の挿入操作
を表すジェスチャ入力の一例を表したものであり、人体アイコン４５の口または鼻の位置
から食道を通って、胃、十二指腸に到達する軌跡を描くジェスチャが矢印で表されている
。また、図９Ｂは、大腸内視鏡の挿入操作を表すジェスチャ入力の一例を表したものであ
り、人体アイコン４５の肛門の位置から直腸、結腸付近に至る軌跡を描くジェスチャが矢
印で表されている。
【００５４】
　内視鏡条件特定部３４は、入力されたジェスチャが内視鏡ジェスチャであるかどうかを
判定し、内視鏡ジェスチャと判定された場合には、そのジェスチャに応じた内視鏡関連情
報を取得するための医療情報取得条件を出力する。ここで、ジェスチャの判定の際には、
複数の内視鏡ジェスチャのパターンを表す情報と、必要に応じて、内視鏡ジェスチャのパ
ターン毎の医療情報取得条件の部位に設定される情報とが定義された参照データが用いら
れる。
【００５５】
　図１０Ａは参照データの第１の例を示したものであり、ジェスチャの始点と終点の部位
の組合せを、内視鏡ジェスチャのパターンを表す参照データとしている。すなわち、内視
鏡条件特定部３４は、入力されたジェスチャの始点と終点が人体アイコン４５上のどの部
位にあるかを特定し、特定された始点と終点の部位の組合せが参照データに定義された組
合せであれば、入力されたジェスチャが内視鏡ジェスチャであると判定する。ここで、入
力されたジェスチャの始点が人体アイコン４５の外側にある場合には、視点から最も近い
人体アイコン４５の部位を始点の部位としてもよいし、入力されたジェスチャの軌跡上を
ジェスチャの始点から進んで行ったときに最初に人体アイコン４５と交わる（接する）位
置と関連づけられた部位を始点の部位としてもよい。図１０Ａの例では、入力されたジェ
スチャの始点の部位が口または鼻で、かつ、終点の部位が食道、胃、十二指腸、小腸、気
管、気管支のいずれかの場合、または、始点の部位が肛門で、かつ、終点の部位が大腸ま
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たは小腸の場合、そのジェスチャを内視鏡ジェスチャであると判定されるように参照デー
タが定義されている。そして、内視鏡ジェスチャと判定された場合、内視鏡条件特定部３
４は、ジェスチャ種別を「内視鏡」、ジェスチャ部位をジェスチャの終点の部位とする医
療情報取得条件を出力する。例えば、図９Ａに示したジェスチャが入力された場合、医療
情報取得条件のジェスチャ部位は「胃」となり、図９Ｂに示したジェスチャが入力された
場合、医療情報取得条件のジェスチャ部位は「大腸」となる。
【００５６】
　この第１の例では、ジェスチャの始点と終点の間の軌跡はまったく考慮されないので、
例えば、口→食道→気管→気管支→肺→胃→食道のような軌跡を描くジェスチャであって
も内視鏡ジェスチャと判定されてしまう。
【００５７】
　そこで、図１０Ｂに示した参照データの第２の例では、ジェスチャの始点から終点まで
の間に通過した人体アイコン４５上の部位を通過した順に並べた軌跡上の部位の移動パタ
ーンを参照データとしている。内視鏡条件特定部３４は、入力されたジェスチャの軌跡上
の各点をジェスチャの始点から順にたどり、各点での部位を特定し、入力されたジェスチ
ャの軌跡上の部位の移動パターンを特定する。そして、特定された部位の移動パターンが
参照データに定義されたパターンと一致する場合に、そのジェスチャを内視鏡ジェスチャ
と判定する。したがって、例えば、口または鼻→食道の順に通過する軌跡を描くジェスチ
ャが入力された場合、そのジェスチャは内視鏡ジェスチャと判定される。一方、上記のよ
うに口→食道→気管→気管支→肺→胃→食道のような軌跡を描くジェスチャが入力された
場合には、内視鏡ジェスチャと判定されない。内視鏡条件特定部３４は、入力されたジェ
スチャを内視鏡ジェスチャと判定した場合、ジェスチャ種別を「内視鏡」、ジェスチャ部
位をジェスチャの軌跡の終点の部位とする医療情報取得条件を出力する。
【００５８】
　上記の２例では、入力されたジェスチャの軌跡が通過した人体アイコン４５上の部位を
用いて内視鏡ジェスチャのパターンかどうかを判定しているが、入力されたジェスチャの
軌跡の描かれた向きや形状に着目して、内視鏡ジェスチャかどうかを判定してもよい。
【００５９】
　図１０Ｃは参照データの第３の例であり、軌跡の形状モデルと終点の部位との組合せを
参照データとしている。ここでは、内視鏡ジェスチャの軌跡の形状を、口または鼻から挿
入する経口または経鼻内視鏡のものと、肛門から挿入する経肛門的内視鏡のものとに分類
し、２種類の軌跡形状モデルを用意している。図１１Ａは、経口／経鼻内視鏡の軌跡形状
モデル（モデル０１）を模式的に表したものである。図に示したように、このモデル０１
は、左または右から下方向にカーブして下方向に進む軌跡の形状を表したものであり、軌
跡の終点付近では、左右にカーブする軌跡、直進する軌跡のいずれをも含み、下方向に進
む区間の長さ（図中に「Ｌ」で表した区間）は任意となっている。図１１Ｂは、経肛門的
内視鏡の軌跡形状モデル（モデル０２）を模式的に表したものである。図に示したように
、このモデル０２は、左または右から上方向にカーブして上方向に進む軌跡の形状を表し
たものであり、上方向に進んだ後の形状は任意となっている。これらの形状モデルは、軌
跡が描かれた向き、軌跡を構成する複数の点間の相対的な位置関係等を定義したものであ
り、人体アイコン４５上の位置（部位）の情報は含まれていない。そこで、この第３の例
では、内視鏡条件特定部３４は、ジェスチャの終点の部位の情報をさらに用いることによ
り、入力されたジェスチャの形状が、上記２つの形状モデルのいずれかと合致し、かつ、
ジェスチャの終点の部位が、参照データにおいてその軌跡形状モデルと関連づけられた終
点の部位と一致する場合に、入力されたジェスチャが内視鏡ジェスチャであると判定する
。例えば、入力されたジェスチャの形状が経口/経鼻内視鏡の軌跡形状モデルと合致し、
ジェスチャの終点の部位が胃であれば、そのジェスチャは内視鏡ジェスチャと判定される
。一方、入力されたジェスチャの形状が経口/経鼻内視鏡の軌跡形状モデルと合致しても
、ジェスチャの終点の部位が大腸であれば、経口/経鼻式の大腸内視鏡は存在しないので
、そのような軌跡形状モデルと終点の部位の組合せは参照データに定義されておらず、そ
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のジェスチャは内視鏡ジェスチャとは判定されない。そして、この第３の例においても、
内視鏡ジェスチャと判定された場合、内視鏡条件特定部３４は、ジェスチャ種別を「内視
鏡」、ジェスチャ部位をジェスチャの終点の部位とする医療情報取得条件を出力する。な
お、入力されたジェスチャが軌跡形状モデルと合致するかどうかの判定については、文字
認識や指紋認証等で用いられる公知のパターン認識技術により、入力されたジェスチャと
軌跡形状モデルの特徴量の一致度（類似度）を算出し、算出された一致度（類似度）が所
定の閾値以上であれば、両者は合致すると判定すればよい（例えば、特開平８－８３３１
８号公報参照）。
【００６０】
　上記の３つの例では、人体アイコン４５の各位置に対して部位の情報が関連づけられて
いることを前提としているが、図１０Ａから１０Ｃの部位名を、その部位が存在しうる座
標値の範囲を表す情報に置き換えた参照データを用いてもよい。図１０Ｄは参照データの
第４の例であり、図１０Ｂの参照データのうち軌跡上の部位の移動パターンを座標値範囲
で表現した場合を表している。この場合、内視鏡条件特定部３４は、例えば、入力された
ジェスチャの軌跡上の各点をジェスチャの始点から順に探索し、探索点の座標値が、口ま
たは鼻に相当する座標値範囲から食道に相当する座標値範囲に移動し、食道に相当する座
標値範囲で探索点がジェスチャの終点に達した場合、そのジェスチャを内視鏡ジェスチャ
と判定する。この例の場合、人体アイコン４５の各位置に対して部位の情報が関連づけら
れていないため、ジェスチャの終点の位置が人体アイコン４５の食道の部分であることは
認識できない。そこで、この場合には、参照データにおいて、個々の軌跡上の座標値範囲
の移動パターンに対して、ジェスチャの終点の部位、すなわち、医療情報取得条件の部位
の情報を関連づけておけばよい。これにより、内視鏡条件特定部３４は、入力されたジェ
スチャが内視鏡ジェスチャであると判定された場合に、医療情報取得条件のジェスチャ種
別を「内視鏡」とするとともに、医療情報取得条件のジェスチャ部位として、その内視鏡
ジェスチャの軌跡上の座標値範囲の移動パターンと関連づけられた医療情報取得条件のジ
ェスチャ部位の情報を参照データから取得し、その入力ジェスチャに対応する医療情報取
得条件を出力することができる。なお、図１０Ａや図１０Ｃについても、上記と同様に、
ジェスチャの始点や終点の部位を座標値範囲で定義し、医療情報取得条件の部位の情報を
関連づけた参照データを用いてもよい。
【００６１】
　図１０Ｅは参照データの第５の例であり、軌跡の形状と人体アイコン４５上での位置と
を合わせてモデル化した軌跡形状・位置モデルを用いて内視鏡ジェスチャを判定するもの
である。すなわち、軌跡形状・位置モデルは、図９Ａや図９Ｂをそのままモデル化したも
のということができる。例えば、図９Ａに対応する軌跡形状・位置モデルであれば、人体
アイコン４５の口または鼻の位置に左または右から入り、下方向にカーブして食道を通り
、胃に到達する軌跡を表したものとなる。このようにモデル化した場合、図１０Ｅの軌跡
形状・位置モデルの項目に例示したように、内視鏡の種類と到達位置に応じたモデルが必
要となる。内視鏡条件特定部３４は、入力されたジェスチャの形状および位置が、図１０
Ｅに示された軌跡形状・位置モデルのいずれかと合致する場合に、入力されたジェスチャ
が内視鏡ジェスチャであると判定する。この判定には、上記第３の例と同様に、公知のパ
ターン認識技術を用いることができる。また、この例では、内視鏡ジェスチャかどうかの
判定の際に、ジェスチャの終点の部位を特定していないので、その代わりに、参照データ
において、各軌跡形状・位置モデルに医療情報取得条件の部位の情報が関連づけられてい
る。したがって、内視鏡ジェスチャと判定された場合、内視鏡条件特定部３４は、入力ジ
ェスチャと合致する軌跡形状・位置モデルに関連づけられた部位を参照データから取得し
、ジェスチャ種別を「内視鏡」とするとともに、ジェスチャ部位をその取得された部位と
する医療情報取得条件を出力する。なお、参照データに医療情報取得条件のジェスチャ部
位の情報を持たせずに、医療情報取得条件の出力の際に、入力されたジェスチャの終点の
人体アイコン４５上での部位を特定するようにし、特定された部位を医療情報取得条件の
ジェスチャ部位の情報として出力するようにしてもよい。
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【００６２】
　また、図１０Ｅの例では、１つのモデルに形状だけでなく位置の情報も含むため、モデ
ルの数が多くなってしまい、入力されたジェスチャのパターン認識処理の負荷が高くなっ
てしまう。そこで、図１０Ｆのように、参照データにジェスチャの始点の部位の情報を持
たせ、内視鏡条件特定部３４は、パターン認識処理の前に、入力されたジェスチャの始点
の部位を特定し、参照データにおいてその部位と関連づけられた軌跡形状・位置モデルの
みとパターン認識処理を行うようにしてもよい。例えば、入力されたジェスチャの始点の
部位が口であった場合には、図１０Ｆの参照データであれば、始点の部位が口となってい
るモデル１１から１６とのみパターン認識処理を行えばよく、入力されたジェスチャの始
点の部位が肛門であった場合には、図１０Ｆの参照データ中で始点の部位が肛門となって
いるモデル１７および１８とのみパターン認識処理を行えばよい。このように、参照デー
タにジェスチャの始点の部位の情報を持たせることにより、入力ジェスチャの始点の部位
を用いてパターン認識処理の対象となる軌跡形状・位置モデルを絞り込むことができ、処
理負荷を軽減することが可能になる。
【００６３】
　医療情報管理サーバ２の医療情報検索部５２は、以上のようにして設定された医療情報
取得条件を医療情報表示装置１の医療情報取得部３５から受信し、受信した医療情報取得
条件を満たす医療情報、すわなち、内視鏡関連情報を医療情報データベース５３から抽出
する。例えば、医療情報データベース５３に図７に示した医療情報が格納されているもの
とし、医療情報表示装置１において、患者ＩＤとして「012345」が入力され、図９Ａに示
された内視鏡ジェスチャが入力された場合、医療情報取得条件には、患者ＩＤ＝「012345
」、ジェスチャ種別＝「内視鏡」、ジェスチャ部位＝「胃」が設定され、医療情報管理サ
ーバ２に送信される。ここで、医療情報検索部５２は、インデックス情報が上記医療情報
取得条件を満たす情報No.1の医療情報を抽出し、医療情報表示装置１に送信する。一方、
上記の患者ＩＤが入力され、図９Ｂに示された内視鏡ジェスチャが入力された場合、医療
情報取得条件には、患者ＩＤ＝「012345」、ジェスチャ種別＝「内視鏡」、ジェスチャ部
位＝「大腸」が設定され、医療情報管理サーバ２に送信される。ここで、医療情報検索部
５２は、インデックス情報が上記医療情報取得条件を満たす情報No.3の医療情報を抽出し
、医療情報表示装置１に送信する。医療情報表示装置１では、医療情報取得部３５は、送
信されてきた医療情報を取得し、医療情報表示制御部３６は、取得した医療情報を液晶デ
ィスプレイ１２に表示させる。
【００６４】
　以上のように、本発明の第１の実施形態によれば、内視鏡条件特定部３４が、取得条件
入力用ＵＩ３２でタッチパネル１１から入力された、内視鏡操作を表す、きわめて直感的
かつ簡便なジェスチャ操作を認識することができる。そして、この内視鏡操作を表すジェ
スチャを認識した場合に、医療情報取得部３５が、内視鏡関連情報を医療情報管理サーバ
２の医療情報データベース５３から取得し、医療情報表示制御部３６が、取得した内視鏡
関連情報を液晶ディスプレイ１２に表示させることができる。したがって、ユーザは、医
療情報表示装置１のタッチパネル１１に対して内視鏡ジェスチャ操作を行うという１つの
アクションのみで、所望の部位の内視鏡関連情報を表示させることが可能になる。このと
き、例えば、同じ部位を表す仮想内視鏡画像と断面画像が医療情報データベース５３に登
録されていたとしても、仮想内視鏡画像が表示される。このように、本実施形態の医療情
報表示装置１は、きわめて操作性が高い、実用的価値の高いものとなっている。
【００６５】
　上記の第１の実施形態の場合、医療情報表示装置１の取得条件特定部３３が、入力ジェ
スチャを解析して医療情報取得条件を特定した後で、医療情報管理サーバ２から医療情報
を取得する処理を行うため、医療情報表示装置１のユーザにとっては、ジェスチャの完了
から医療情報の表示までの間の待ち時間が長くなってしまい、操作性が低下してしまう。
【００６６】
　そこで、本発明の第２の実施形態では、患者ＩＤの入力を受け付けた後、ジェスチャ入
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力を受け付けている間に、バックグラウンドで、入力された患者ＩＤに応じた医療情報を
先行して取得するようにしている。
【００６７】
　図１２は、本発明の第２の実施形態における医療情報表示装置１と医療情報管理サーバ
２の機能ブロック図である。図に示したように、本実施形態は、上記第１の実施形態の医
療情報表示装置１に、医療情報先行取得部３７を付加するとともに、第１の実施形態の医
療情報取得部３５を医療情報抽出部３８に置換した構成となっている。図１３は、本発明
の第２の実施形態において、医療情報統合システム３で行われる医療情報の表示処理の流
れを示したフローチャートである。
【００６８】
　図に示したように、患者ＩＤ入力用ＵＩ３１が、第１に実施形態と同様にして患者ＩＤ
の入力を受け付けた後(#21)、バックグラウンドの処理として、医療情報先行取得部３７
が、入力された患者ＩＤのみが設定された医療情報取得条件を医療情報管理サーバ２に送
信する(#28)。医療情報管理サーバ２の医療情報検索部５２は、医療情報取得条件（患者
ＩＤのみ）を医療情報表示装置１から受信し(#29)、医療情報データベース５３の検索を
行い、データベース中の患者ＩＤが、受信した医療情報取得条件の患者ＩＤと一致する医
療情報を抽出する(#30)。このとき、医療情報の実データだけでなく、医療情報取得条件
に対応するインデックス情報も抽出される。医療情報検索部５２は、抽出された医療情報
を医療情報表示装置１に送信する(#31)。医療情報表示装置１の医療情報先行取得部３７
は、送信されてきた医療情報を受信し、補助記憶装置１７または主記憶装置１６の所定の
領域に格納する(#32)。
【００６９】
　一方、医療情報表示装置１では、医療情報先行取得部３７が上記の処理を行う間、第１
の実施形態のステップ#2から#7と同様に、ジェスチャ入力の受付と、そのジェスチャに応
じた医療情報取得条件の設定が行われる(#22から#27)。
【００７０】
　そして、医療情報抽出部３８は、入力されたジェスチャに応じて設定された医療情報取
得条件と、医療情報先行取得部３７によって取得された医療情報中のインデックス情報と
に基づいて、設定された医療情報取得条件を満たす医療情報を、先行取得された医療情報
の中から抽出する(#33)。そして、医療情報表示制御部３６は、抽出された医療情報の実
データに基づいて、その医療情報を液晶ディスプレイ１２に表示させる(#34)。
【００７１】
　以上のように、本発明の第２の実施形態では、医療情報表示装置１において、医療情報
先行取得部３７が、取得条件入力用ＵＩ３２によるジェスチャ入力の受付、および、取得
条件特定部３３による医療情報取得条件の特定の各処理と並行して、患者ＩＤ入力用ＵＩ
３１で入力された患者ＩＤと関連づけられた医療情報を医療情報管理サーバ２の医療情報
データベース５３から先行取得するので、入力されたジェスチャに応じた医療情報を満た
す医療情報を取得する際に、医療情報管理サーバ２の医療情報データベース５３にアクセ
スする必要がなくなる。したがって、医療情報表示装置１のユーザは、ジェスチャ入力後
に、医療情報管理サーバ２による検索処理や、医療情報表示装置１と医療情報管理サーバ
２との間の通信処理を待つ必要がなくなるので、ユーザから見たスループットが向上し、
操作性が向上する。この実施形態は、特に、医療情報管理サーバ２やネットワーク９の負
荷が高かったり、性能が低かったりする場合であっても、医療情報の取得を先行して行う
ことにより、その影響を軽減することができる。
【００７２】
　本発明の第３の実施形態は、医療情報取得条件を満たす医療情報が複数件抽出される場
合の操作性を向上させることを目的としたものである。
【００７３】
　図１４は、本発明の第３の実施形態における医療情報表示装置１と医療情報管理サーバ
２の機能ブロック図である。図に示したように、本実施形態は、上記第２の実施形態の医
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療情報表示装置１に医療情報選択用ＵＩ３９を付加した構成となっている。また、医療情
報データベース５３は、図１６にさらに具体的に表したように、第１の実施形態のデータ
構造に、選択リスト用情報を付加した構成となっている。図１６の例では、選択リスト用
情報は、検査日時、検査種別、情報種別の情報から構成されている。なお、これらの選択
リスト用情報は、医療情報登録部５１が、登録対象の医療情報の取得元のシステム名やデ
ータベース名、登録対象の医療情報の付帯情報等から抽出することができる。
【００７４】
　図１５Ａおよび図１５Ｂは、本発明の第３の実施形態において、医療情報統合システム
３で行われる医療情報の表示処理の流れを示したフローチャートである。図に示したよう
に、ステップ#41から#53までは第２の実施形態のステップ#21から#33までと同様である。
【００７５】
　ステップ#53において、医療情報抽出部３８が医療情報取得条件を満たす医療情報を１
件のみ抽出した場合(#54;NO)、上記第２の実施形態と同様に、医療情報表示制御部３６は
、抽出された医療情報の実データに基づいて、その医療情報を液晶ディスプレイ１２に表
示させる(#57)。一方、医療情報抽出部３８が医療情報取得条件を満たす医療情報を複数
件抽出した場合(#54;YES)、医療情報選択用ＵＩ３９が医療情報選択用画面を液晶ディス
プレイ１２に表示させる(#55)。図１７Ａは医療情報選択用画面の一例を表したものであ
る。この図では、患者ＩＤ＝「001098」を満たす医療情報が、図１６に例示した医療情報
データベース５３から医療情報先行取得部３７によって取得され、ジェスチャ種別＝「内
視鏡」、ジェスチャ部位＝「大腸」を満たす医療情報が、医療情報抽出部３８によって抽
出された場合を示している。医療情報選択用ＵＩ３９は、抽出された医療情報の選択リス
ト用情報をリスト表示する。そして、医療情報選択用ＵＩ３９は、ユーザが所望する医療
情報を表す行の選択（タッチ操作）を受け付ける(#56)。図１７Ｂは、より視覚的効果の
高い医療情報選択用画面の一例を表したものである。図に示したように、この医療情報選
択用画面では、情報種別が画像である医療情報は、その医療情報（画像）が検査種別毎に
サムネイル表示されている。また、情報種別がレポートである医療情報は、そのレポート
の対象と関連づけられた医療情報（画像）の右下に、レポートを表すアイコンとして表示
されている。さらに、選択リスト用情報の検査日時の情報に基づいて、各医療情報は、横
軸方向を時間軸として配置されている。この画面例では、医療情報選択用ＵＩ３９は、ユ
ーザが所望する医療情報を表すサムネイル画像またはアイコンの選択（タッチ操作）を受
け付ける。そして、医療情報表示制御部３６は、医療情報選択用ＵＩ３９で選択された医
療情報の実データに基づいて、その医療情報を液晶ディスプレイ１２に表示させる(#57)
。
【００７６】
　以上のように、本発明の第３の実施形態では、医療情報表示装置１の医療情報抽出部３
８において、取得条件特定部３３によって特定された医療情報取得条件を満たす医療情報
が複数件抽出された場合に、医療情報選択用ＵＩ３９が表示対象の医療情報の選択を受け
付けるので、ユーザは、簡単なタッチ操作で所望の医療情報を表示させることが可能にな
り、操作性がさらに向上する。
【００７７】
　上記の各実施形態では、画像診断システム５において生成済みの仮想内視鏡画像が医療
情報として用いられている。これに対して、本発明の第４の実施形態は、内視鏡関連の医
療情報をよりインタラクティブに表示させることを目的とするものである。
【００７８】
　図１８は、本発明の第４の実施形態における医療情報表示装置１と医療情報管理サーバ
２の機能ブロック図である。図に示したように、本実施形態は、上記第３の実施形態の医
療情報表示装置１に内視鏡画像表示態様選択用ＵＩ４０と、仮想内視鏡画像生成部４１と
を付加した構成となっている。
【００７９】
　また、医療情報データベース５３には、図２０に具体的に表したように、第３の実施形
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態のデータ構造において、選択リスト用情報の検査種別をモダリティに置換した構成とな
っている。ここで、モダリティ種別には、その医療情報（画像）が取得されたモダリティ
を表すモダリティ種別が格納されている。このモダリティ種別は、医療情報登録部５１が
、登録対象の医療情報の取得元のシステム名やデータベース名、登録対象の医療情報の付
帯情報等から抽出することができる。また、本実施形態では、医療画像の実データとして
、仮想内視鏡画像ではなく、ＣＴで得られたボリュームデータ（図中ではＣＴ画像）が格
納されている。すなわち、本実施形態では、医療情報登録部５１は、医療情報登録条件と
して、図８の条件No.2の代わりに、画像診断システム５の画像データベースにおいて、Ｃ
Ｔ画像を意味する付帯情報を有しているものという条件を満たす医療情報を登録している
。また、本実施形態では、実内視鏡画像を表す医療情報には、その実内視鏡画像が取得さ
れた患者内の位置や撮影方向を表す付帯情報が含まれているものとする。
【００８０】
　図１９Ａおよび図１９Ｂは、本発明の第４の実施形態において、医療情報統合システム
３で行われる医療情報の表示処理の流れを示したフローチャートである。図に示したよう
に、ステップ#61から#74までは第３の実施形態のステップ#41から#54までと同様である。
【００８１】
　医療情報抽出部３８が医療情報取得条件を満たす医療情報を複数件取得した場合(#74;Y
ES)、取得条件入力用ＵＩ３２で入力されたジェスチャが内視鏡ジェスチャであり、かつ
、医療情報抽出部３８によって抽出された医療情報の中にＣＴ画像が含まれていれば（医
療情報の選択リスト用情報のモダリティ種別が「ＣＴ」で、情報種別が「画像」の情報が
存在していれば）、医療情報選択用ＵＩ３９および内視鏡画像表示態様選択用ＵＩ４０が
、医療情報選択用・内視鏡画像表示態様選択用画面を液晶ディスプレイ１２に表示させる
(#76)。図２１は、この医療情報選択用・内視鏡画像表示態様選択用画面の一例を表した
ものである。図に示したように、この画面例は、図１７Ａの画面例の下部に、「実内視鏡
画像と仮想内視鏡画像の同時表示を行う」という内視鏡画像の表示態様の選択を受け付け
るチェックボックスを付加したものとなっている。なお、医療情報選択用・内視鏡画像表
示態様選択用画面は、例えば、図１７Ｂの画面例に、上記の内視鏡画像の表示態様の選択
を受け付けるチェックボックスを付加したものであってもよい。
【００８２】
　そして、第３の実施形態と同様に、医療情報選択用ＵＩ３９は、ユーザが所望する医療
情報を表す行の選択（タッチ操作）を受け付けるとともに(#57)、内視鏡画像表示態様選
択用ＵＩ４０は、ユーザが所望する内視鏡画像の表示態様の選択（チェックボックスへの
タッチ操作）を受け付ける(#77)。
【００８３】
　ここで、ＣＴ画像を表す医療情報が選択されなかった場合には(#78;NO)、第３の実施形
態と同様に、医療情報表示制御部３６が、医療情報選択用ＵＩ３９で選択された医療情報
の実データに基づいて、その医療情報を液晶ディスプレイ１２に表示させる(#85)。これ
に対して、ＣＴ画像を表す医療情報が選択された場合には(#78;YES)、内視鏡画像表示態
様選択用ＵＩ４０が、実内視鏡画像と仮想内視鏡画像の同時表示の選択を受け付けたかど
うかの判定が行われる。
【００８４】
　判定の結果、同時表示の選択が行われなかった場合には(#79:NO)、仮想内視鏡画像生成
部４１は、予め定められた画像生成条件に基づいて、医療情報選択用ＵＩ３９で選択され
た医療情報であるＣＴ画像から仮想内視鏡画像を生成する(#82)。そして、医療情報表示
制御部３６は、生成された仮想内視鏡画像を液晶ディスプレイ１２に表示させる(#85)。
なお、仮想内視鏡画像の生成条件（位置、撮影方向、カラーテンプレート等）の設定を受
け付けるユーザインターフェースをさらに設け、設定された生成条件に基づいて仮想内視
鏡画像が生成されるようにしてもよい。
【００８５】
　一方、同時表示の選択が行われた場合には(#79:YES)、仮想内視鏡画像生成部４１は、
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医療情報選択用ＵＩ３９で選択された実内視鏡画像を表す医療情報の実データから、その
実内視鏡画像が取得された患者内の位置や撮影方向を表す付帯情報を取得し、その位置に
対応する、医療情報選択用ＵＩ３９で選択されたＣＴ画像上での位置や撮影方向を特定す
る(#80)。仮想内視鏡画像生成部４１は、特定された位置や撮影方向に基づいて、医療情
報選択用ＵＩ３９で選択されたＣＴ画像から仮想内視鏡画像を生成する(#81)。そして、
医療情報表示制御部３６は、医療情報選択用ＵＩ３９で選択された実内視鏡画像と、仮想
内視鏡画像生成部４１で生成された仮想内視鏡画像とを液晶ディスプレイ１２に同時表示
させる(#85)。
【００８６】
　なお、仮想内視鏡画像生成部４１は、所与の位置を視点とし、所与の撮影方向が視野の
中心方向となるように、所与の画角の範囲で視点からの放射状の複数の視線を設定し、公
知の中心投影によるボリュームレンダリング法により、各視線上の画素値を投影すること
によって、仮想内視鏡画像を生成する。
【００８７】
　また、実内視鏡画像と仮想内視鏡画像（ＣＴ画像）の位置や撮影方向を対応づける具体
的な方法については、実内視鏡画像が取得された患者内の位置が、内視鏡挿入位置からの
内視鏡経路上の長さによって表されている場合、仮想内視鏡画像生成部４１は、まず、公
知の画像認識処理によって、ＣＴ画像から内視鏡挿入経路（例えば、大腸の場合であれば
、大腸の芯線）を検出するとともに、実内視鏡の挿入位置に対応する位置を検出する。次
に、実内視鏡挿入位置から実内視鏡画像の取得位置までの内視鏡経路上の長さに対応する
、ＣＴ画像中での内視鏡挿入経路上の長さの分だけ、実内視鏡の挿入位置に対応する位置
から進んだ位置を求め、その位置を仮想内視鏡画像の生成位置とすることができる。ある
いは、実内視鏡検査時の座標系とＣＴ画像の座標系との対応関係がわかれば、その対応関
係に基づく座標変換によって、実内視鏡画像の取得位置に対応する、ＣＴ画像中での位置
、すなわち、仮想内視鏡画像の生成位置を算出することができる（例えば、特開２００６
－１９８０３２号公報等参照）。
【００８８】
　図２２Ａから図２２Ｄは、実内視鏡画像と仮想内視鏡画像の同時表示の具体例を表した
ものである。図２２Ａは、上記の公知の手法で求められた、相対応する位置での実内視鏡
画像（左）と、仮想内視鏡画像（右）とを並べて表示した例である。図２２Ｂは、表示対
象の部位であるジェスチャ部位（ここでは大腸）を外から見たボリュームレンダリング画
像（以下、外観画像）を生成しておき、相対応する位置での実内視鏡画像（左）と、仮想
内視鏡画像（右下）とともに、外観画像（右上）を表示し、さらに、外観画像上に、上記
相対応する位置を矢印で表示したものである。図２２Ｃは、仮想内視鏡画像生成部４１が
、実内視鏡画像の取得位置に対応する位置において、実内視鏡の進行方向に沿った断面を
表す断面画像を生成し、生成された断面画像（右）と実内視鏡画像とを並べて表示した例
である。なお、断面画像中の矢印は上記対応する位置を表している。図２２Ｄは、実内視
鏡画像（内側の円内）と仮想内視鏡画像（外側の矩形内）とを、上記相対応する位置が一
致するように重ね合わせて表示した例である。
【００８９】
　以上のように、本発明の第４の実施形態では、医療情報登録部５１が、生成済みの仮想
内視鏡画像の代わりに、仮想内視鏡画像の生成元データとなるＣＴ画像を医療情報データ
ベース５３に登録しておき、ＣＴ画像が表示対象の医療情報として選択された場合には、
仮想内視鏡画像生成部４１が、所与の条件に応じた仮想内視鏡画像を生成するようにした
ので、様々な位置や方向から見た仮想内視鏡画像を柔軟に生成して表示させることが可能
になる。
【００９０】
　また、内視鏡画像表示態様選択用ＵＩ４０が、実内視鏡画像と仮想内視鏡画像の同時表
示の選択を受け付けるようにしたので、相対応する位置での実内視鏡画像と仮想内視鏡画
像の同時表示が可能になる。このように、本発明の第４の実施形態では、内視鏡関連の医
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療情報をよりインタラクティブに表示させることにより、ユーザの要求にさらに合致した
画像の表示が可能になる。
【００９１】
　上記第４の実施形態の仮想内視鏡画像生成部４１は、医療情報表示装置１に設けられて
いるが、医療情報表示装置１がネットワーク９を介して通信可能な別の装置（例えば、医
療情報管理サーバ２等の上述のサーバや、別途設けた画像処理サーバ）に実装し、医療情
報表示装置１が、仮想内視鏡画像の生成条件をその別の装置に送信し、その装置で、受信
した生成条件に応じた仮想内視鏡画像を生成して返信するようにしてもよい。
【００９２】
　また、上記の仮想内視鏡画像生成部４１を設けずに、第１から第３の実施形態と同様に
、生成済みの仮想内視鏡画像を取得し、内視鏡画像表示態様選択用ＵＩ４０で受け付けら
れた選択に応じて、実内視鏡画像と同時表示してもよい。特に、実内視鏡画像の取得位置
に対応する位置での仮想内視鏡画像が既に生成されている場合には、生成済みの仮想内視
鏡画像を用いる方が効率的である。
【００９３】
　上記の各実施形態はあくまでも例示であり、上記のすべての説明が本発明の技術的範囲
を限定的に解釈するために利用されるべきものではない。また、上記の実施形態における
システム構成、ハードウェア構成、処理フロー、モジュール構成、ユーザインターフェー
スや具体的処理内容等に対して、本発明の趣旨から逸脱しない範囲で様々な改変を行った
ものも、本発明の技術的範囲に含まれる。
【００９４】
　例えば、本発明の実施形態は、各実施形態の特徴的構成を適宜組み合わせ実施形態であ
ってもよい。具体的には、本発明の第３の実施形態の医療情報選択用ＵＩ３９を第１の実
施形態に付加してもよいし、第４の実施形態の内視鏡画像表示態様選択用ＵＩ４０や仮想
内視鏡画像生成部４１を、第１または第２の実施形態に付加してもよい。
【００９５】
　また、上記各実施形態の医療情報データベース５３は、医療情報の実データも登録され
ているものとして説明を行ったが、医療情報の実データの代わりに、その実データにアク
セスするためのリンク情報（アドレス情報）を登録しておき、実データは、登録元の他シ
ステムのデータベースのものを用いるようにし（リンク情報のリンク先を他システムのデ
ータベースとし）、その医療情報が表示対象となった場合にのみ、そのリンク情報に基づ
いて、実データを取得するようにしてもよい。
【００９６】
　また、上記実施形態では、医療情報が統合的に管理される医療情報管理サーバ２を設け
、医療情報表示装置１は、医療情報管理サーバ２が備える医療情報データベース５３から
医療情報を取得するようにしていたが、画像診断システム５や内視鏡検査システム６等の
他システムの各々から、直接、医療情報を取得するようにしてもよい。
【００９７】
　また、医療情報表示装置１が医療情報データベース５３を備えていてもよい。この場合
、医療情報取得部３５または医療情報先行取得部３７に、医療情報検索部５２の機能を持
たせればよい。
【００９８】
　また、上記実施形態では、本発明の医療情報表示装置１を、図２に示したように携帯型
の装置として説明してきたが、タッチパネル付き液晶ディスプレイとコンピュータ本体を
有するデスクトップ型の装置であってもよい。
【００９９】
　また、内視鏡ジェスチャに応じて表示される医療情報（画像）は、静止画ではなく、動
画であってもよい。例えば、図１０Ｂの参照データに基づいて、ジェスチャの軌跡上の部
位の移動パターンが認識された場合には、その軌跡上の各部位を順に表す実内視鏡動画像
や仮想内視鏡動画像を医療情報データベース５３から取得するようにしてもよい。あるい
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は、ＣＴ画像等のボリュームデータを医療情報データベース５３から取得し、医療情報表
示装置側で、仮想内視鏡動画像を生成するようにしてもよい。
【０１００】
　また、上記のようにジェスチャの軌跡上の部位の移動パターンが認識された場合には、
その軌跡上の各部位を表す実内視鏡画像や仮想内視鏡画像を医療情報データベース５３か
ら取得するようにし、上記第３の実施形態と同様のユーザインターフェースで（図１７Ａ
、図１７Ｂ参照）、ユーザが所望の部位の実内視鏡画像や仮想内視鏡画像を選択できるよ
うにしてもよい。あるいは、仮想内使用画像を医療情報データベース５３から取得する代
わりに、上記第４の実施形態のようにＣＴ画像データを取得するようにし、取得されたＣ
Ｔ画像データに基づいて、上記ユーザインターフェースで選択された部位の仮想内視鏡画
像を生成するようにしてもよい。さらに、上記ユーザインターフェースで、静止画、動画
の選択もできるようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１０１】
　　　１　医療情報表示装置
　　　２　医療情報管理サーバ
　　　３　医療情報統合システム
　　　４　電子カルテシステム
　　　５　画像診断システム
　　　６　内視鏡検査システム
　　　７　病理検査システム
　　　８　各診療科システム
　　　９　ネットワーク
　　１１　タッチパネル
　　１２　液晶ディスプレイ
　　１３　アンテナ部
　　１４　電源スイッチ
　　１５　ＣＰＵ
　　１６　主記憶装置
　　１７　補助記憶装置
　　１８　通信インターフェース
　　１９　データバス
　　３１　患者ＩＤ入力用ユーザインターフェース（ＵＩ）
　　３２　取得条件入力用ユーザインターフェース（ＵＩ）
　　３３　取得条件特定部
　　３４　内視鏡条件特定部
　　３５　医療情報取得部
　　３６　医療情報表示制御部
　　３７　医療情報先行取得部
　　３８　医療情報抽出部
　　３９　医療情報選択用ユーザインターフェース（ＵＩ）
　　４０　内視鏡画像表示態様選択用ユーザインターフェース（ＵＩ）
　　４１　仮想内視鏡画像生成部
　　４５　人体アイコン
　　５１　医療情報登録部
　　５２　医療情報検索部
　　５３　医療情報データベース
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